
 

 

 
 

シンポジウム 
HALL A : ３F バンケットホール真珠 

ワークショップ 
HALL B : 3F 茜 

10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 

 

シンポジウム（HALL A : ３F バンケットホール真珠） 

10 月 7 日（月） 

10:00-10:05 主催者挨拶 A010 
 

10:10-10:30 基調講演 A020 

平将明 デジタル大臣 
 

10:40-11:00 [単独講演]  AI 時代のデータストレージ A030 

新妻太 Seagate アジア太平洋地域および日本営業統括 バイスプレジデント 

  

概要：データストレージドライブは AI の成功を導きます。ハードドライブは AI を大規模に活用する上で極めて重

要な役割を果たします。 
    

11:10-12:00 [パネル] 失敗を許す世界観 〜生成 AI が問うガバナンスの本質 A040 

村井英樹 衆議院議員 

生田目雅史 東京海上ホールディングス専務執行役員グループ CDO 

本村陽一 国立研究開発法人産業技術総合研究所人工知能研究センター首席研究員、一般社団法人人工知能学会副会長 

羽深宏樹 京都大学法学研究科 法政策共同研究センター特任教授、スマートガバナンス 代表取締役 CEO 

モデレーター： 

藤沢久美 国際社会経済研究所理事長 

 

概要：生成 AI には、産業や社会を変革するパワーを持つ一方で、著作権侵害、偽情報の生成といった特有のリスク

も内在し、新たなガバナンス構築の必要性が叫ばれている。ただ、完璧・無謬を目指す従来の統治・管理手法では

生成 AI がもたらす価値創出の機会を失いかねない。AI ガバナンスは何のために存在し、何を達成しようとしてい

るのか、徹底的に議論する。 
  

12:40-12:47 [デモステージ]  divx【CTO が実演】RAG による革新的な脆弱性解析 A050 

田島優也 divx CTO 

概要：本セッションでは、業界最前線の RAG 技術を駆使した情報検索と生成の迫力のデモをお届けします。さらに、

AI による脆弱性診断の実施方法を具体的に解説し、参加者が日常業務に即活用できる実践的な知見を提供します。こ

のセッションを通じて、最先端の技術がもたらす安全性向上の可能性を体験し、あなたのセキュリティ戦略を一新す

るインスピレーションを得てください。  
 

13:00-13:20 [単独講演]  生成 AI による DX 加速 〜暮らし方、働き方の変革〜 A060 

二見通 

アフラック生命保険 取締役専務執行役員・ 

CTO（チーフ・トランスフォーメーション・オフィサー）・ 

CDIO(チーフ・デジタル・インフォメーション・オフィサー) 

  

概要：アフラックは、「がんに苦しむ人々を経済的苦難から救いたい」という想いのもと、日本初のがん保険と共に創

業し、本年 50 周年を迎えます。 

当社は、生成 AI をヒトに近づける挑戦と生成 AI によるさらなる自動化・省力化に挑戦することで、新たな体験価値

をお客様へお届けすることを実現し、暮らし方、働き方の変革を目指しています。 

 
 

13:30-13:50 [単独講演]  DeepL 創設者 Dr. Jaroslaw (Jarek) Kutylowski が語るグローバル

コミュニケーションの変革 
A070 

ヤロスワフ・クテロフスキー博士 DeepL 最高責任者兼創業者 

  

概要：この講演では、DeepL の創業者兼 CEO であるヤレク・クティロフスキー博士が、翻訳やコミュニケーション



における AI の役割の変化について自身の見解を共有します。DeepL がこの分野で革新をリードする中、クティロフ

スキー博士は、AI が言語の壁をどのように取り払い、グローバル市場でその影響力を強めているかを解説します。ま

た、日本における AI ソリューションの拡大に向けた課題と可能性についても触れます。 
 

14:00-15:00 [パネル]  生成 AI、使い手がリードするビジネス変革のカタチ A080 

平将明 デジタル大臣 

柳瀬護 金融庁 総合政策局審議官 

二見通 アフラック生命保険 取締役専務執行役員・ 

CTO（チーフ・トランスフォーメーション・オフィサー）・ 

CDIO(チーフ・デジタル・インフォメーション・オフィサー) 

磯和啓雄 三井住友フィナンシャルグループ執行役専務グループ CDIO 

浦本直彦 花王上席執行役員 DX 戦略部門 データ知創戦略センター長 

モデレーター： 

松尾豊 東京大学大学院工学系研究科 工学系研究科 技術経営戦略学専攻／人工物工学研究センター 教授 

  

概要：大規模言語モデル（LLM）を引っ提げた生成 AI の登場で、産業界は新たなビジネスへの期待で沸き返ってい

る。ただ、実際に全社業務の効率化や新しいビジネスモデルやサービス創出、顧客体験価値の向上に結び付かなけ

れば、真の「産業革命」と呼べるような変革は期待できない。その実現のためには、未知の領域に果敢に踏み込む

生成 AI 使い手企業の覚悟と行政、学術界の強力な支援が求められる。 
  

15:10-16:00 [パネル] 日本における生成 AI 普及への挑戦 〜国産 LLM はどう貢献できるか A090 

丹波廣寅 SB Intuitions 代表取締役社長兼 CEO、ソフトバンク データ基盤戦略本部 執行役員本部長 

林達 ストックマーク CEO 

岡崎直観 東京科学大学情報理工学院教授 

横田理央 東京科学大学スーパーコンピューティング研究センター教授 

渡辺琢也 経済産業省 商務情報政策局情報処理基盤産業室 室長 

モデレーター： 

中西豊紀 日本経済新聞社 NIKKEI Digital Governance 編集長 

  

概要： ChatGPT の登場で世界的に注目される生成 AI。欧米で開発された大規模言語モデル（LLM）を使った活用

法が日本でも幅広く実践され、生成 AI 普及に向けた挑戦が始まっている。その中で、日本語の特殊性、文化の固有

性などに目をつけた国産 LLM の開発も活発化しているが、そこにはどんな用途やメリットがあり、生成 AI 普及に

どのような貢献ができるのか、議論する。 
  

16:10-17:00 [パネル] 産業における AI と人間の協業 〜建設・建築の自動化がもたらす革新

の意義 

A100 

北村尚紀 テクトム 代表取締役社長 インキュビット 代表取締役社長   

辻芳人 大林組設計本部グローバル設計部 部長、技術本部シンガポール生産技術研究室 Chief Innovation Officer 

藤原健二 国土交通省住宅局建築デジタル推進官  

モデレーター： 

柳川範之 東京大学大学院経済学研究科教授 

  

概要：生成 AI の登場は、設計・施工・安全管理等の自動化をもたらす建設・建築業界にも大きなインパクトを与え

ている。高齢化や技能継承の難しさといった目の前の課題を解決しながら、未来にあるべき建築物や都市の姿まで

描き出す「生成 AI x 建設・建築」の可能性について議論する。 
  

17:10-18:00 [パネル] 先進企業が明かす、生成 AI 組織浸透の障壁と乗り越え方 A110 

成田敏博 日清食品ホールディングス 執行役員 CIO（グループ情報責任者） 

蓬沢健一 日産自動車 グローバルエンタープライズアーキテクチャー部 部長 

モデレーター： 

山川雄志 ギブリー取締役／Operation DX 部門管掌 

  

概要：企業の生成 AI 導入が本格化する中、現場での活用に課題を抱える事例が散見される。本セミナーでは、生成

AI の全社的な導入で成果を上げている企業の取り組みを紹介する。各社の DX 推進責任者が登壇し、当事者ならで

はの体験談やプロジェクトから得た気づきを共有する。株式会社ギブリー取締役の山川氏がモデレーターを務める。 

企業の生成 AI 導入が本格化する中、現場での活用に課題を抱える事例が散見される。本セミナーでは、生成 AI の

全社的な導入で成果を上げている企業の取り組みを紹介する。各社の DX 推進責任者が登壇し、当事者ならではの

体験談やプロジェクトから得た気づきを共有する。株式会社ギブリー取締役の山川氏がモデレーターを務める。 

 
  



 

シンポジウム 
HALL A : ３F バンケットホール真珠 

ワークショップ 
HALL B : 3F 茜  

10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 

 

シンポジウム（HALL A : ３F バンケットホール真珠） 

10 月 8 日（火） 

10:00-10:50 [パネル] 進化するマーケティング 〜生成 AI がもたらす革新と実践 A120 

毛利真崇 サイバーエージェント AI 事業本部 AI クリエイティブ Div.統括 

河村大馬 MEDICARE LIGHT ブランドマーケティング部 部長 

MARKK AI 事業部 AI プロデューサー/ 生成 AI コーディネーター 

村山亘 日本経済新聞社メディアビジネスソリューション推進ユニット 調査・データ推進グループ チーフデータスト

ラテジスト兼日経イノベーション・ラボ 

谷崎勝教 日本総合研究所 代表取締役社長 兼 最高執行役員 

モデレーター： 

石黒不二代 世界経済フォーラム日本代表 

  

概要：生成 AI の登場は、広告・マーケティングの領域にも大きいインパクトを与えている。テキストやビジュアル

のクリエイティブを自動生成したり、リアルタイムのコンテンツ生成や会話でユーザー体験を向上させたりするな

ど、その可能性は限りなく広がる。生成 AI によって加速度的に進化する広告・マーケティングは、ビジネスの世界

をどう変えていくのか、議論する。 

 
 

11:00-11:20 [単独講演] なぜ、名だたる大企業が「生成 AI 活用支援パートナー」にギブリーを

選ぶのか？ 

〜500 社以上の支援実績に基づく利活用促進のメソッド・ノウハウをご紹介〜 

A130 

山川雄志 ギブリー取締役／Operation DX 部門管掌 
 

概要：株式会社ギブリーは、ChatGPT 活用プラットフォーム「法人 GAI」やコンサルティング、Microsoft 365 Copilot

活用支援などの提供を通じて、現在までに 500 社を超えるエンタープライズ企業の生成 AI 活用を支援してきた実績

を持つ。本セミナーでは、同社の知見を基に、企業における生成 AI 活用戦略の立案方法や効果的なプロジェクト推進

手法などのノウハウを提供する。 
 

11:30-12:20 [パネル] ものづくりと生成 AI 〜デジタル変革による新たな製造業のカタチ A140 

岡野原大輔 Preferred Networks 共同創業者 兼 代表取締役 最高研究責任者 

Preferred Computational Chemistry 代表取締役社長 

須賀千鶴 経済産業省製造産業局産業機械課長 

坂本卓哉 THK 常務執行役員 産業機器統括本部 FA ソリューション営業本部長 兼 IOT イノベーション本部長 

モデレーター： 

林英俊 エスマット代表取締役・製造 DX 協会代表理事  

  

概要：設計プロセスの短縮、生産ラインの最適化、品質管理の向上などで成果が期待できる製造業における生成 AI

の導入。一方で、データの質と量の確保、専門知識の不足、既存システムとの統合など、導入に際して困難な課題

も多い。ものづくり大国の復権を目指す日本にとって、有効な生成 AI 導入を実現するために必要なデジタル変革と

は何か、議論する。 
 

12:25-12:50 [デモステージ]  

ストックマーク AI ETL であらゆる情報を RAG Ready に 

A150 

西村元一 ストックマーク PaaS / LLM / 用途探索 ユニット プロダクトマネージャー 

 

概要：生成 AI の真価は、業務における実践的な活用によって引き出されます。LLM 単体では提供しきれない知識

を補う技術として RAG が着目されています。しかし、いざ RAG システムに取り掛かると、多くの課題にぶつかり

ます。 

その中の大きなテーマが非構造データの扱いです。私たちは、様々なデータをプロジェクトを通じて扱い、社内情

報特有の課題解決に取り組んできました。このセッションでは、生成 AI を用いた AI ETL の実際の応用方法と、弊

社のソリューションがどのようにデータ作りを効率化し、業務に生成 AI を活かすのかについてお話します。 
 

テクトム 生成 AI を用いた写真・図面・3 次元データの構造化とその活用 



北村尚紀 テクトム代表取締役社長 インキュビット代表取締役社長 

 

概要：建築やプラント設計業務では、図面や写真など非構造化データが多く使用されていますが、これまでそれら

のデータを効果的に活用することは困難でした。しかし、生成 AI の登場により、図面や写真、BIM データをプロン

プトで構造化し、データ活用の幅が格段に広がりました。本セミナーでは、この生成 AI を用いた業務改革の可能性

を紹介します。 
 

SHIFT AI  株式会社 SHIFT AI 「会社紹介 / 企業向け生成 AI 研修事業紹介」 

木内翔大 SHIFT AI 代表取締役 

 

概要：「日本を AI 先進国に」を掲げ、法人向けに「生成 AI 研修事業」を展開する株式会社 SHIFT AI のご紹介です。

本セッションは、当日 14 時から実施するワークショップ「生成 AI を導入／活用を成功に導く、実践的アプローチ

と人材育成の秘訣」のイントロ的立ち位置のミニセッションです。 
 

13:00-13:50 [パネル] 【責任ある AI の課題】ブロックチェーンによるデジタル証明で生成 AI

の未来を明るく〜現状の脅威を超えて 

A160 

河原淳平 元・警察庁サイバー警察局 局長、リーテックス特別顧問 

山田英司 あいおいニッセイ同和損害保険 専務執行役員 

鈴木麟太郎 Fotographer AI 代表取締役社長 

小倉隆志 リーテックス 代表取締役 

塚原伸一 i-PRO moduca 事業部 moduca 営業ディレクター  

モデレーター： 

橘ゆり フリーアナウンサー 

  

概要：生成 AI は新たな価値や豊かさをもたらす道具として期待されています。一方で、負の側面として、偽情報、

なりすまし詐欺の被害が激増しています。そうした負の側面を乗り越えるには、責任の所在、デジタル活動の当事

者（人間、システム）を明確にすることが必須です。ブロックチェーンを利用したデジタル証明「ONE デジ」は、

汎用的で経済性が高く、生成 AI を安心して使っていける社会インフラとなる可能性を秘めています。 

 
 

14:00-14:50 [パネル] Think Global, Act Local: 日本から進化する AI A170 

デイビッド・ハ Sakana AI 創業者 兼 最高経営責任者（CEO） 

シミョン・ボチェッフ The Compute Exchange 共同創業者兼 CEO 

MPower Partners 人工知能（AI）アドバイザー 

モデレーター： 

齋藤ラッセル 日本経済新聞社 生成ＡＩサミット事務局 プロデューサー 

  

概要：元米グーグルの著名な研究者で、サカナ AI の創業者であるデイビッド・ハ CEO は、進化や集合知などの自

然界の原理に学んだ生成 AI モデルを駆使し、少ないリソースで高度な AI を実現。日本を拠点として、グローバル

な AI イノベーションを推進しています。アップルで AI 開発チームに所属し、かつ日本で起業経験のあるシミョン・

ボチェッフは、次のステップとして日本市場を核とした新たな AI インフラ企業を設立中です。日本の AI エコシス

テムに貢献するふたりが、なぜ今、日本なのか、その可能性、世界市場に向けた意気込みと課題を語り合います。

（同時通訳付き） 

 
 

15:00-15:50 [パネル] 【責任ある AI の倫理】 ~開発者の倫理から利用する社会全体の倫理へ、

キリスト教からの示唆と広島 AI プロセス 

A180 

秋葉悦子 ローマ教皇庁生命アカデミー正会員、富山大学名誉教授 

大島葉子 日本マイクロソフト執行役員 政策渉外・法務本部長  弁護士、ニューヨーク州弁護士 

吉田博史 前総務審議官 

モデレーター： 

小倉隆志 リーテックス 代表取締役 

  

概要：生成 AI をめぐる社会基盤としての共通の倫理は、「責任ある AI」という言葉で提唱されています。ただ、反

社会勢力による生成 AI の悪用が激化する中で、「責任ある AI」のカバー領域は従来の開発者の倫理から利用する社

会全体の倫理にまで広げる必要があります。本セッションでは、ローマ教皇庁の AI に対する考え方、日本政府の提

唱する広島 AI プロセスの普遍性と生成 AI を活用する企業が推進すべき理念について議論します。  

 
 

16:00-16:50 [対談] 生成 AI は福音か災禍か オズボーン教授と考える人類の味方にするため

の条件 

A190 



マイケル・オズボーン オックスフォード大学教授、Mind Foundry 共同創業者 

奥平和行 日本経済新聞社 編集 編集委員 

概要：生成 AI の社会への浸透が加速するなか、そのリスクや潜在的な問題点に対する懸念も強まっています。雇用

へ の影響に加え、格差の拡大や誤情報・偽情報による情報空間の汚染への関心も高まってきました。セッションで

は、2013 年に「米国人の仕事の 47%が AI やロボットに代替される」との論考を発表して注目を浴びた英オックス

フォード大のオズボーン教授による講演に続き、次世代における AI と人間のかかわり方、課題の解決法などを対談

方式で深掘りします。（英語セッション、同時通訳付き） 

 
 

17:00-18:00 [パネル]  ~ニッポンの生成 AI 開発力を解き放つ~ 経産省・NEDO が進める生成

AI 開発支援事業"GENIAC"の現在地 

A200 

渡辺琢也 経済産業省 商務情報政策局情報処理基盤産業室 室長 

小島熙之 Kotoba Technologies Japan 代表取締役社長 

林達 ストックマーク CEO 

鈴木脩司 Preferred Networks Engineering Manager  Preferred Elements 

 

概要：2024 年 2 月に開始した GENIAC は経済産業省/NEDO が主導するプロジェクト。日本の生成 AI の持続的な開発力確

保に向けて生成 AI の開発力底上げを図るとともに、それぞれのビジネス主体が創意工夫し挑戦できる環境を創ることを目

指している。本プログラムでは、経済産業省から GENIAC 事業を開始した背景・目的の講演を説明すると共に、2024 年 8

月終了となった GENIAC 事業第 1 サイクルの基盤モデル開発事業者から成果発表を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

シンポジウム 
HALL A : ３F バンケットホール真珠 

ワークショップ 
HALL B : 3F 茜 

10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 

 

シンポジウム（HALL A : ３F バンケットホール真珠） 

10 月 9 日（水） 

10:00-10:50 [パネル] 住民との対話サービスに挑む生成 AI A210 

山本進 東神楽町 町長 

関根聡 情報学研究所 大規模言語モデル研究開発センター 特任教授   

理化学研究所 革新知能統合研究センター チームリーダー 

結束雅雪 emotiveE 代表取締役 

楠正憲 デジタル庁デジタル社会共通機能グループ統括官 

モデレーター： 

齊木大 日本総合研究所 創発戦略センター部長（新規事業開発担当)/エグゼクティブマネジャー 

  

概要： 急速な人口減少や人手不足を背景に、企業や行政では消費者・住民との接点省力化の動きが進む。その中で、

個人の思いを汲んだ最適な情報やサービスを提供するためには、生成 AI を活用した「対話」が重要な役割を果たす可

能性がある。単なる問い合わせ対応にとどまらず、「日々の話し相手になる AI」を実現するためには何が必要か。技

術、システム、制度など様々な面から議論する。 
 

11:00-11:50 [パネル] AI 実装で加速するモビリティ DX A220 

加藤真平  ティアフォー 創業者 兼 代表取締役社長 CEO   

山本一成  チューリング CEO   

サラ・ゲイツ ウェイブ・テクノロジーズ Director of Public Policy 

モデレーター： 

伊藤建 経済産業省 製造産業局自動車課モビリティ DX 室 室長 

  

概要：自動運転の実現には早くから AI の活用が有効であり、必須だと言われてきた。加速する AI 実装化でモビリ

ティの未来はどう変わるのか。さらに生成 AI によって、自動運転に加えソフトウエア定義車両（SDV）開発などの

動きも出ている。セッションでは最先端の日英の自動運転企業が、技術面に加え、将来を見据えたインフラ整備、

規制などを含めた今後の課題についても議論する。（同時通訳付き） 

 
 

12:00-12:30  

 

A230 

  
   

13:00-13:20 [単独公演] お客様の資産価値最大化を実現する大和証券グループの生成 AI の取

り組みと今後の展望 

A240 

板屋篤 大和証券グループ本社 執行役員 大和証券 常務取締役   
 

概要： 大和証券グループでは、2023 年 4 月より金融機関ではいち早く生成 AI の全社利用を開始し、様々な取り組み

を推し進めてきました。お客様の資産価値最大化に向けた、大和証券グループの生成 AI 活用の取組みおよび今後の展

望についてご紹介します。 
 

13:30-14:20 [パネル] 中小企業、個人事業主にとっての生成 AI 〜その可能性と課題 A250 

元嶋亮太 レノボ・ジャパン合同会社 エバンジェリスト   

物部英嗣 divx 代表取締役社長 

白石直樹 三井住友フィナンシャルグループ デジタルソリューション本部 執行役員 デジタルソリューション本部長 

モデレーター： 

中条薫 SoW Insight 代表取締役社長 

  

概要：生成 AI の活用は、中小企業や個人事業主の競争力を強化し、大手企業が持つリソースに対抗し柔軟かつ迅速な

ビジネス展開を可能にする力を秘めている。ただ、その実現のためには、彼らが生成 AI に持つ漠然とした不安やコス

ト面、人材面でのハンディを乗り越える必要がある。そこに秘策はあるかどうか、様々な側面から議論する。 
 

14:30-16:00 インパクトピッチ A260 



概要：生成 AI でこんな社会課題を解決できるという若いスタートアップが集結。50 を超える応募から選ばれた８社の

スタートアップが最優秀賞「日経賞」を目指して、プレゼンを実施。栄冠を勝ち取るのはどこか！ 

 

ファイナリスト８社 

Lazuli 株式会社      生成 AI を活用した商品情報の整備・生成プラットフォームの提供 

萩原 静厳 CEO/CTO 

株式会社 Lightblue      「全社」の生産性向上に寄与する AI アシスタントサービス 

園田 亜斗夢 代表取締役 

bestat 株式会社          誰もが簡単に 3D データを生成・管理・活用できるサービス 

松田 尚子 代表取締役 

株式会社 Citadel AI      生成 AI の品質検証・モニタリングツールの開発 

松葉 威人 Chief Operating Officer  

NABLAS 株式会社       生成 AI の多様なフェイクを見破るフェイク検知サービス 

鈴木 都生） 取締役、R&D・新規事業統括 

株式会社 00AI        AI への質問を通じて価値ある法的な情報の共有・蓄積を促進 

川田 佳寿  取締役 CTO 

Lydia AI              パーソナライズされた金融および埋込み型保険の AI 健康評価 

Anthony Lee  Co-founder & CEO 

AVA Intelligence 株式会社 AI が約 30 秒であなたのわがまま旅行プランを作成 

宮崎 祐一 代表取締役 

  審査員： 

松下克俊 SMBC ベンチャーキャピタル 執行役員 

岡田拓郎 金融データ活用推進協会 代表理事、 金融 IT 協会 副理事長 兼 事務局長 

滝野一征 Mujin CEO 兼 共同創業者 

南知果 経済産業省 イノベーション・環境局 スタートアップ推進室 総括企画調整官 

中田竜太郎 レノボ・ジャパン合同会社 Head of Solution Business Development, Innovation ＆Transformation 

柴山重久 日本経済新聞社 編集 総合解説センター シニアプロデューサー 

  

16:10-17:00 [パネル] 生成 AI の未来担う、国際ルールのあり方 A270 

原山優子 東北大学工学研究科名誉教授  NICT GPAI 専門家支援センター センター長  

飯田陽一 総務省 国際戦略局 情報通信国際戦略特別交渉官 

大柴行人 Robust Intelligence 共同創業者 

モデレーター： 

殿村桂司 長島・大野・常松法律事務所 パートナー弁護士 

  

概要：国境を超えて猛烈なスピードで進化、発展する生成 AI は、各国の独自ルールだけでは十分に対応できない恐れ

がある。誤った情報の生成や悪意のある目的に利用されるリスクなどを回避し、安全性、透明性を確保した生成 AI の

活用を促進するためには、どのような規制や国際ルールが必要なのか。その内容と連携のあり方を議論する。 

 
 

17:10-18:00 [パネル] スタートアップへの道 Winners's updates and incubation 

program 

A280 

滝野一征 Mujin CEO 兼 共同創業者   

ジム・リー Toggle AI 経営 アジア総括代表  TOGGLE 合同会社 経営 代表取締役 

中田竜太郎 レノボ・ジャパン合同会社 Head of Solution Business Development, Innovation ＆Transformation 

  

概要：スタートアップは１日にしてならず。過去のスタートアップピッチで「日経賞」に輝き、さらに成長を続ける

2019 年 AI/SUM での受賞社「Mujin（ムジン）」と 2024 年 FIN/SUM での受章者「TOGGLE（トグル）」が、受賞以

降の成長の記録と、これから伸びていくスタートアップへエールを送る。さらにスタートアップの育成に積極的な

Lenovo によるプログラムも紹介する。 

 
 

18:10-18:40 インパクトピッチ表彰式 A290 
 

 

セッション情報は 2024/10/09 現在の情報です。 

今後の状況により変更する場合がございますのであらかじめご了承ください。 

日経 SUM 事務局 
 

 



 

シンポジウム 
HALL A : ３F バンケットホール真珠 

ワークショップ 
HALL B : 3F 茜 

10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 

 

ワークショップ（HALL B : 3F 茜） 

10 月 7 日（月） 

10:30-11:00 生成 AI で変わる企業と働き方！〜女性が実現する新しいワークライフバランス

〜 powered by MEDICARE LIGHT  

B001 

河村大馬 MEDICARE LIGHT ブランドマーケティング部 部長 

MARKK AI 事業部 AI プロデューサー/ 生成 AI コーディネーター 

甲田恵子 AsMama 役員 Founder ＆CEO 

 モデレーター： 

柴橋静華 ワークアカデミーリスキリング・リカレント事業統括執行役員 

 

概要：本セッションでは、生成 AI が企業の業務プロセスや働き方にどのような変革をもたらすかを深く探ります。特

に、女性が直面する仕事と家庭の両立という課題に対し、生成 AI がどのように解決策を提供できるかを議論します。

生成 AI の活用により、女性がキャリアを諦めることなく、家庭と仕事を両立しながら活躍の場を広げる可能性を探求

します。さらに、企業や社員が生成 AI を効果的に活用するための具体的なヒントを提供し、現場での生成 AI の役立

ち方を考察します。  

 
 

12:50-13:40 AI PC が変えるユーザーエクスペリエンスの未来 

powered by レノボ・ジャパン 

B020 

元嶋亮太 レノボ・ジャパン合同会社 エバンジェリスト 

 

概要：AI の活用があらゆる領域で加速する中、AI やクラウドへの窓としてのクライアントデバイスについても「AI 

PC」というキーワードを耳にする機会が増えてきています。本セッションでは、ThinkPad の製品企画という立場か

ら、クライアントサイドにおける AI 活用の少し先の未来を「データがある場所で処理をする」という原則、そしてア

ーキテクチャの進化も踏まえて皆さまと共に考えていきます。  
 

13:50-14:30 【責任ある AI の法学】〜生成 AI 社会の法的責任の所在とは 

powered by リーテックス 

B030 

 

池田眞朗 慶應義塾大学名誉教授、武蔵野大学名誉教授、 

白石友行 千葉大学 大学院社会科学研究院 教授 

有吉尚哉 西村あさひ法律事務所・外国法共同事業 パートナー弁護士 

モデレーター： 

小泉格 
リーテックス 執行役員 CSO 

 

概要：社会・経済のデジタル化が進み、日常生活や企業取引でデジタル情報を交わす機会はどんどん増えています。

一方、生成 AI の登場が書面や写真・動画の偽情報を氾濫させ、その証拠性は大きく揺らいでいます。人々の暮らしや

企業活動に安心・安全を与えるために存在する法学基盤を、デジタル社会ではどう実装すべきでしょうか。デジタル

における“真贋”すなわち「デジタル証明」をキーワードに、ビジネスと法学の未来を議論します。  

 
 

14:50-15:30 法務と技術の両面から考える AI ガバナンスのネクストステップ① 

powered by 長島・大野・常松法律事務所 

B040 

佐久間弘明 AI ガバナンス協会 事務局 事務局長 

小松諒 長島・大野・常松法律事務所 アソシエイト弁護士 

 モデレーター： 

殿村桂司 長島・大野・常松法律事務所 パートナー弁護士 

 

概要：「AI ガバナンス」の構築に向けて具体的に何から始めればよいのかという企業の皆さまの疑問に答えるべく、



本ワークショップでは、AI に関し様々な企業にアドバイスを提供している長島・大野・常松法律事務所の弁護士が、

AI リスクを管理するための最新の技術動向に詳しい佐久間弘明氏（AI ガバナンス協会事務局長）をゲストに迎え、AI

リスクが実際に問題となる具体的な事例を踏まえながら、「法務」と「技術」の両面から、各企業が AI ガバナンスを

構築するにあたって必要なステップを議論します。 

（前半で取り扱う事例及び登壇者は、「法務と技術の両面から考える AI ガバナンスのネクストステップ②」とは一部

異なります） 

 
 

15:40-16:30 生成 AI が導く金融イノベーション：守りと攻めのユースケース  

powered by FDUA 

B050 

佐藤竜介 東京海上ホールディングス ビジネスデザイン部 マネージャー金融データ活用推進協会（FDUA）生成 AIWG 

WG 長 

齋藤裕美 ソニーフィナンシャルグループ 執行役員 DX・CX 推進担当 兼 チーフデータオフィサー 金融データ活用推

進協会（FDUA）理事＆企画出版委員会 

中村義幸 セブン銀行 コーポレート・トランスフォーメーション部長 金融データ活用推進協会（FDUA）標準化委員会 

委員長代行 

高橋一誠 三井住友フィナンシャルグループデータマネジメント部戦略企画グループ長 金融データ活用推進協会

（FDUA）標準化委員会 

 モデレーター： 

佐藤市雄 SBI ホールディングス 社長室ビッグデータ担当部長 SBI 生成 AI 室 金融データ活用推進協会（FDUA）理事 

企画出版委員会 委員長 

 

概要：生成 AI を活用することで、金融業界に新たなビジネスチャンスが広がりますが、その活用を成功させるために

は、適切なリスク管理やガバナンスといった「守り」が不可欠です。本セッションでは、生成 AI の実践例を通じて、

攻めの活用を支える「守り」の重要性を探りながら、金融イノベーションの可能性を多角的に議論します。  
 

16:40-17:20 ”魂”を感じるまでの高度な対話エージェントの開発に向けて  

powered by SB Intuitions 

B060 

大萩雅也 SB Intuitions  R&D 本部 Applied LLM Team Research Engineer 

橘健太郎 LINE ヤフー データグループ データサイエンス統括本部 4 本部 Multimodal AI 部 部長 

木下絋 AiHUB 執行役員  テクニカルディレクター 

 モデレーター： 

井尻善久 SB Intuitions R＆D 本部 取締役 兼 CRO、R＆D 本部本部長 

LINE ヤフーデータグループ データサイエンス統括本部 4 本部 本部長 

 

概要：生成 AI 時代におけるバーチャルヒューマンの未来が社会やビジネスにどう影響を与えるか。 

感情 AI や表情認識技術との連携による新たなコミュニケーションの可能性とは？ 

バーチャルヒューマンの技術的な進化について AiHUB（株）テクニカルディレクターの木下氏と LINE ヤフー（株）

マルチモーダル AI および音声技術開発担当の橘氏を交えて、バーチャルヒューマンの技術的側面から、ビジネス、社

会、文化への影響まで、幅広い視点で議論いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

シンポジウム 
HALL A : ３F バンケットホール真珠 

ワークショップ 
HALL B : 3F 茜 

10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 

 

ワークショップ（HALL B : 3F 茜） 

10 月 8 日（火） 

10:00-11:00 生成 AI で加速するデジタル空間の偽・誤情報に対する政策の現状と方向性 B070 

吉田弘毅 総務省 情報流通行政局 情報流振興課 企画官 

概要：デジタル空間ではアテンションエコノミーなど構造的要因で偽・誤情報の拡散のリスクがあるが、生成 AI の進

展により、そのリスクが加速化している。総務省ではソーシャルネットワーキングサービス（SNS）等の情報プラッ

トフォームサービスやデジタル広告等のビジネス実態などの現状把握を踏まえ、本年 9 月に偽・誤情報などに関する

対応の方向性を取りまとめた。本セッションでは、取りまとめの概要と今後の展開を紹介する。 
 

11:20-12:00 【爆速導入！】RAG が実現する業務改善の世界線 powered by divx  B080 

荒下勇太 divx 営業部 営業部長  AI/RAG 導入推進責任者 

西尾尚揮 divx 営業部 行政 AI 推進担当 

 

概要：競争の激しいビジネス環境で必要不可欠な業務改革を、RAG 技術を活用して実現する方法をご紹介します。本

セッションでは、低コストでの迅速な導入が可能な具体的なソリューションを示し、DX 推進にどう結びつくかを詳

しく解説します。参加者は、実際の成功事例をもとに、業務効率を飛躍的に向上させるための戦略とノウハウを得る

ことができます。この機会に、あなたのビジネスを次のステージへと導くヒントをつかみましょう。  
 

12:50-13:40 なぜ生成 AI の社内導入は停滞するのか？ふつうの人のための AI 活用 

powered by レノボ・ジャパン 

B090 

元嶋亮太 レノボ・ジャパン合同会社 エバンジェリスト 

 

概要：多くの企業や組織で PoC を皮切りに生成 AI の社内導入が始まっています。 一方で「導入したものの活用が浸

透しない」「徐々に従業員が使わなくなる」「思ったような成果が可視化できない」など、多くの課題を耳にする機会

も増えてきました。 本セッションでは、自社での利活用やお客さまとの伴走で得た知見をもとに、特に個人の生産性

の観点から企業や組織内で 持続的に活用されるために必要なポイントを、陥りがちなアンチパターンも交えて検討

します。  
 

14:00-14:40 生成 AI を導入／活用を成功に導く、実践的アプローチと人材育成の秘訣

powered by SHIFT AI 

B100 

木内翔大 SHIFT AI 代表取締役 

概要：組織での生成 AI 導入/活用の成功には、生成 AI ツールの導入以上に、人材育成が欠かせません。本セッション

では、実際に生成 AI 導入/活用を成功させた企業のリアルな体験談を元に、どのようにして生成 AI をビジネスの現場

に浸透させたかと、人材育成の具体的なアプローチ方法を解説いたします。  
 

14:50-15:30 法務と技術の両面から考える AI ガバナンスのネクストステップ② 

powered by 長島・大野・常松法律事務所 

B110 

佐久間弘明 AI ガバナンス協会事務局長 

今野由紀子 長島・大野・常松法律事務所 アソシエイト弁護士 

 モデレーター： 

殿村桂司 長島・大野・常松法律事務所 パートナー弁護士 

 

概要：「AI ガバナンス」の構築に向けて具体的に何から始めればよいのかという企業の皆さまの疑問に答えるべく、

本ワークショップでは、AI に関し様々な企業にアドバイスを提供している長島・大野・常松法律事務所の弁護士が、

AI リスクを管理するための最新の技術動向に詳しい佐久間弘明氏（AI ガバナンス協会事務局長）をゲストに迎え、AI

リスクが実際に問題となる具体的な事例を踏まえながら、「法務」と「技術」の両面から、各企業が AI ガバナンスを

構築するにあたって必要なステップを議論します。 

（前半で取り扱う事例及び登壇者は、「法務と技術の両面から考える AI ガバナンスのネクストステップ①」とは一部

異なります） 

 
 



16:50-17:50 [パネル] 金融機関における生成 AI 活用の実践と課題  B120 

池山徹 SBI 生命保険 情報システム部 取締役兼執行役員 SBI インシュアランスグループ CTO 

森田大輝 SBI 証券 戦略事業推進部 兼 経営企画部 兼 データ戦略推進部 課長  

日本デジタル空間経済連盟 事務局 次長 

山澤舞子 SBI ホールディングス IT 統括部 兼 SBI 生成 AI 室 部長 

モデレーター： 

副島豊 SBI ホールディングス SBI 生成 AI 室 プロジェクトコーディネーター SBI 金融経済研究所研究主幹 

 

概要：金融機関における生成ＡＩ活用に向けたアプローチ方法やハードルとなるポイント、その乗り越え方、経営や

IT システム部の関与などを、SBI グループの事例をもとに議論する。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

シンポジウム 
HALL A : ３F バンケットホール真珠 

ワークショップ 
HALL B : 3F 茜 

10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 10 月 7 日（月） 10 月 8 日（火） 10 月 9 日（水） 

 

ワークショップ（HALL B : 3F 茜） 

10 月 9 日（水） 

10:00-11:00 RAG 沼から抜け出すためには？データ×生成 AI で業務効率化を実現する方法 

powered by ストックマーク 

B130 

大谷健 日本マイクロソフト クラウド＆AI ソリューション事業本部 データプラットフォーム統括本部 業務執行役員 

統括本部長 

林達 ストックマーク CEO 

概要：社内向け ChatGPT を整備した後は、業務データを活用した RAG に着手、、、と思いきや、RAG の深い沼にはま

っていませんか？特に業務データを生成 AI にフィットした形式に構造化しないと、せっかくの生成 AI も業務に全く

役に立たないという状況に陥ります。Microsoft Azure と SAT（Stockmark A Technology）を組み合わせ、適切にデ

ータを構造化し、業務にフィットした RAG 環境を構築しましょう！  
 

11:10-12:10 スタートアップショーケース  

〜インパクトピッチのセミファイナリストによるリレープレゼン 

B140 

セミファイナリスト５社 

株式会社 AiCELLEX  

伊藤 賢治 代表取締役 

株式会社ファボテクノロジーズ 

石塚 つばさ 共同代表取締役 

カサナレ株式会社  

安田 喬一 代表取締役 

株式会社 Passionate Genius  

林 正悟  CEO 

Soppra Digital transformation 株式会社  

 白川 高嗣 グローバル戦略事業部 ディレクター 

コメンテーター： 

上田敬 日本経済新聞社 編集 総合解説センター 担当部長 

 

概要：インパクトピッチでセミファイナリストに選ばれた注目の AI スタートアップ企業の中から、特

に優れた 5 社がその革新的な事業内容を発表します。各社は最先端の AI 技術を活用し、社会に大きな変

革をもたらすプロダクトやサービス、そして将来的な成長ビジョンについて詳しく説明します。参加者

は、AI 分野における最新のトレンドや技術革新の可能性を垣間見ることができます。 

 

 

12:50-13:30 データ構造化 AI を用いた「過去データ活用 DX」の実現手法について  

powered by テクトム 

B150 

北村尚紀 テクトム代表取締役社長 インキュビット代表取締役社長 

概要：これからの日本では、多くの人材が退職し、限られた人材で従来通りの業務を遂行する必要があります。そこ

で鍵となるのが、過去データの活用です。過去のデータには、シニア層が培ったノウハウや知識が数多く蓄積されて

います。この"ノウハウの宝庫"をどのようにして生成 AI を活用して引き出すか。豊富な事例や製品デモを通じて、そ

の具体的な実現方法を紹介します。  
 

13:40-14:30 [パネル] 投資家から見た生成ＡＩスタートアップの可能性 B160 

長野泰和 ANOBAKA 代表取締役 

三宅俊毅 DEEPCORE Investment Senior Director 

岡橋寛明 みやこキャピタル 代表取締役社長 パートナー 

國本知里 Cynthialy 代表取締役社長 

 モデレーター： 

上田敬 日本経済新聞社 編集 総合解説センター 担当部長 

 

概要：生成 AI の急速な発展を背景に、近年 AI スタートアップへの投資が加速しています。本セッションでは、ベン



チャーキャピタリストや支援者らがそれぞれの立場から、AI 分野のトレンドや市場環境、投資の現状などを実体験に

基づいて報告します。AI 領域で起業家を生み出し、育てるには、どのような支援が必要なのか。社会や経済にインパ

クトを与え、スケールするビジネスモデルに必要な要件は何か。具体的な事例を踏まえて、議論します。  
 

14:50-15:50 [パネル] 生成AI×レガシーシステム脱却 〜2025 年の崖を乗り越える〜  B170 

小原彰 三井住友フィナンシャルグループ IT 企画部 部長 三井住友銀行システム統括部 部長 

多木嘉一 三菱 UFJ 信託銀行 デジタル戦略部 執行役員 部長 

久野遼平 東京大学大学院 情報理工学系研究科 数理・情報教育研究センター 兼 数理情報学専攻 講師 

キヤノングローバル戦略研究所 研究員 

友田恭輔     Trust AI・データ事業部 取締役 CTO  ISO/TC68/AG6 国際エキスパート 

 モデレーター： 

大久保光伸 デジタル庁財務省デジタル統括責任者補佐官 

 

概要： 

  
 

16:00-17:00 現場における実践と可能性：金融で拡がる生成 AI の民主化  powered by FITA B180 

藤野宙志 グッドウェイ 代表取締役社長 金融 IT 協会（FITA）事務局長 

岸和良 住友生命保険 エグゼクティブ・フェロー 金融 IT 協会（FITA）理事 

中澤香織 三菱 UFJ 銀行 システム企画部 部長  三菱 UFJ インフォメーションテクノロジー 常務執行役員 

山口省蔵 金融 IT 協会（FITA） 理事長 金融経営研究所 所長 

 モデレーター： 

森田由起子 あおぞら銀行執行役員（オペレーションズグループ担当）金融 IT 協会（FITA）理事 

 

概要：生成 AI は、金融業界において業務効率の向上や新たな価値創造のツールとして注目されています。現場レベル

での生成 AI の導入は、金融機関全体の生産性向上に貢献する一方で、その活用方法には多くの課題も伴います。本セ

ッションでは、金融業界の実例を通じて、生成 AI の「実践と可能性」を探りながら、その民主化を促進するための取

り組みについて深堀りします。  
 

 

セッション情報は 2024/10/09 現在の情報です。 

今後の状況により変更する場合がございますのであらかじめご了承ください。 

日経 SUM 事務局 


